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単立ペンテコステ教会諸教会（名簿順）
北広島自由キリスト教会 ／ 平川キリスト福音教会 ／ 房総中央キリスト教会 ／ 大佐和キリスト教会 ／ 町田純福音教会 ／ 鶴見純福音教会 
横浜フィラデルフィヤ教会 ／ 磯子フィラデルフィヤ教会 ／ 金沢フィラデルフィヤ教会 ／ 横須賀クリスチャンセンター
保土ケ谷純福音教会神の愛チャペル ／ 大和あがないの丘キリスト教会 ／ 戸塚カルバリ純福音教会 ／ 栄シャローム福音教会 ／ 伊勢原聖書キリスト教会 
秦野クリスチャンセンター ／ 北アルプスグローバルチャーチ白馬キリスト福音センター ／ 南アルプスグローバルチャーチ小笠原純福音教会
甲府カルバリ純福音教会 ／ ハーベスト・チャーチ山梨 ／ 裾野純福音キリスト教会 ／ 御殿場純福音キリスト教会 
いのちのパンの家 ／ 小松ベタニヤ福音教会 ／ 小松南部キリスト教会 ／ ホープハウス ／ 福井自由キリスト教会
文教ゴスペルセンター ／ 松岡福音教会 ／ 丸岡福音キリスト教会 ／ 勝山自由キリスト教会 ／ The Lighthouse 749（三国町）／ 武生自由キリスト教会
グローリーチャーチ敦賀自由キリスト教会 ／ 金津福音キリスト教会 ／小浜キリスト福音教会 ／ 小浜キリスト福音教会三方伝道所 ／ 高富グレイスチャペル 
岐阜純福音教会 ／ 岐阜純福音白鳥教会 ／ 岐阜純福音大森チャーチ ／ 岐阜ライフチャーチ ／ 美濃グレースチャーチ ／ 本地ガ原自由キリスト教会
瀬戸サレム教会 ／ 滋賀キリスト福音教会 ／ 守山キリスト福音教会 ／ 大津韓国福音教会 ／ 大津キリスト福音教会
田上キリスト教会（大津キリスト福音教会伝道所） ／ 甲賀キリスト福音教会 ／ 水口キリスト福音教会 ／ 甲西キリスト福音教会
雲井キリスト福音教会 ／ 米原キリスト福音教会 ／ 綾部キリスト福音教会 ／ 亀岡ベタニヤ教会 ／ 京都キリスト福音教会
山科キリスト福音教会 ／ 深草キリスト福音教会 ／ 宇治キリストペンテコステ教会 ／ 木幡キリスト福音教会 ／ 大阪キリスト福音教会
須磨自由キリスト教会 ／ 神戸フィラデルフィヤ教会 ／ 南さつまキリスト福音教会
　以上の教会に1部以上を送っています。私たちの願いはすべてのＴＰＫＦの信徒が一部ずつ持つことです。

　ご意見、ご感想は次のメールアドレスにお願いします。tpkf.pentecost@gmail.com� ＴＰＫＦの公式ホームページ　http://www.tpkf.org/
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■ Zoomによるオンライン会議 〈FCMF〉

　ＦＣＭＦでは春と秋に教師会、9月に総会を毎年もってき

ました。今回、新型コロナ感染症対策も鑑みて、教師会と総

会を、Web 会議ツール「Zoom」を使って初めてオンライン

で持ちました。春の教師会や色々な集まりが中止となってい

たため、久しぶりにお顔を拝見する方々も多く、皆さん、笑

顔でアクセスしてくださいました。

　ＦＣＭＦの教会は北海道から兵庫県（神戸）まで長距離に

わたって存在しているため、元々、集まるにも時間と費用が

かかっていました。今回は移動時間も費用もかからず、会議

時間も従来より大幅に短く設定されていたため、様々なメリ

ットがありました。

　今後もオンラインでの会議が続く予定ですが、直接顔を合

わせられないから集まらない、のではなく、オンラインであ

っても集まる、ということが今、求められているのだと感じ

ました。� （札場義宣）

■ 新型コロナウイルス感染予防対策 〈キリスト福音〉

　京都キリスト福音教会
　今年３月に京都市北部にある大学でクラスターが発生し、

ウイルス感染の危険が近づいていることを実感しました。そ

こで礼拝参加者の手の消毒、マスク着用、座席の間隔をあけ

ること、また換気の徹底などを、教会のメンバーに周知しま

した。日本全国に緊急事態宣言が出された時は、４月から６

月まで会堂での礼拝と平日の集会を取り止めました。同時に、

家庭礼拝のためにメッセージ動画の配信を始めました。幸い

７月から会堂での礼拝を再開することができました。しかし、

メッセージ動画の配信は続けています。「教会に来てくれな

い家族が見てくれる」と、うれしい声が届いています。

� （置田信也）

　
高
校
1
年
生
の
11
月
、
学
校
帰
り
に
も
ら
っ
た

1
枚
の
特
伝
チ
ラ
シ
で
初
め
て
教
会
に
行
き
ま
し

た
。
外
人
講
師
が
来
る
の
で
英
語
が
聞
け
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
語
で
神
の
愛

と
十
字
架
の
キ
リ
ス
ト
の
お
話
が
な
さ
れ
、
そ
の

晩
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
心
に
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
高
校
2
年
生
の
時
に
水
の
バ
プ
テ
ス
マ
を
受

け
、
教
会
に
熱
心
に
集
い
ま
し
た
。
高
校
3
年
生

の
時
、
進
学
す
べ
き
か
献
身
す
べ
き
か
悩
ん
で
い

ま
し
た
が
、
明
治
学
院
大
学
の
社
会
学
科
に
進
学

し
ま
し
た
。

　
横
浜
の
親
戚
の
家
か
ら
大
学
に
通
っ
て
い
ま
し

た
が
、
1
年
生
の
夏
休
み
で
帰
省
す
る
前
の
日
の

晩
に
一
つ
の
思
い
が
心
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
以
前
か
ら
御
殿
場
の
教
会
と
交
わ
り
の
あ
る

横
浜
の
教
会
に
寄
り
な
さ
い
、
と
い
う
思
い
で
し

た
。単
な
る
思
い
過
ご
し
だ
と
思
い
寝
ま
し
た
が
、

翌
朝
、目
が
開
い
た
瞬
間
、同
じ
思
い
が
強
く
や
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
こ
と
は
初
め
て
の
経
験
で

し
た
。
電
車
に
乗
り
ま
し
た
が
、
磁
石
で
惹
き
つ

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
そ
の
教
会
に
導
か
れ
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
祈
り
会
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
の

で
出
席
し
ま
し
た
。
翌
日
も
祈
り
会
が
あ
る
の
で

ど
う
ぞ
、
と
誘
わ
れ
て
一
泊
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
翌
日
の
祈
り
会
で
異
言
と
解
き
あ
か
し
が
あ

り
、「
わ
が
子
よ
、
あ
な
た
の
心
を
わ
た
し
に
与

え
、
あ
な
た
の
目
を
わ
た
し
の
道
に
注
げ
。」（
箴

言
23
章
26
節�

口
語
訳
）、
と
力
強
く
迫
ら
れ
ま
し

た
。
熱
心
に
伝
道
す
る
行
い
よ
り
も
、
私
の
心
を

主
は
求
め
て
お
ら
れ
る
、
と
い
う
事
が
分
か
り
、

捧
げ
る
祈
り
を
し
ま
し
た
。
御
殿
場
に
帰
り
、
青

少
年
会
館
で
開
か
れ
た
独
ペ
ン
の
聖
会
に
参
加
し

た
時
、
エ
レ
ミ
ヤ
１
章
７
節
「
し
か
し
主
は
私
に

言
わ
れ
た
、『
あ
な
た
は
若
者
に
す
ぎ
な
い
と
言
っ

て
は
な
ら
な
い
。
だ
れ
に
で
も
、
す
べ
て
わ
た
し

が
つ
か
わ
す
人
へ
行
き
、
あ
な
た
に
命
じ
る
こ
と

を
み
な
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。』」
と
の
み
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
翌
年
、
東
京
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
学
寮
に
入
る
こ
と

が
で
き
、
学
寮
主
催
の
長
野
県
へ
の
伝
道
旅
行
に

行
き
ま
し
た
。
救
い
の
招
き
の
時
、
私
の
隣
に

座
っ
た
青
年
に
信
じ
ま
せ
ん
か
と
声
を
か
け
る
と

う
な
ず
か
れ
た
の
で
一
緒
に
祈
り
ま
し
た
。
祈
り

終
わ
っ
て
彼
の
顔
を
見
る
と
喜
び
に
輝
い
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
御
殿
場
純
福
音
キ
リ
ス
ト
教
会

で
献
身
し
、
今
日
ま
で
主
に
仕
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
感
謝
で
す
。

　平川キリスト福音教会　所在地：青森県平川市本町村元 8-11

　2014 年 4 月 22 日、教会開拓のために青森県平川市（人口 3万人）に来ました。
同年 9月 7日には礼拝を始めましたが、現在、礼拝を共に捧げる人たちが与えられ
ています。平日は英会話教室を通して 55人の生徒とご家族とのつながりが与えられ
ています。各クラスでは 40 ～ 50 分間のレッスン後に 10 分間の聖書の学びをして
います。これ以外に、ゴスペル教室、コンサート、ＢＢＱやクリスマス会など、様々
なイベントを通して福音の種まきがされています。Thank�you�Jesus!　�（中西ペニー）

グローリーチャーチ敦賀自由キリスト教会　　　　　　
　所在地：福井県敦賀市中央町 1丁目 1-38　

　1963 年、ノルウェーのテグナンダー宣教師夫妻に敦賀への重荷が与えられ伝道
が開始されました。2年後、主イエス様の導きにより札場斉、栄子夫妻が就任され、
1966 年に教会が献堂されました。「わたしはこの岩の上にわたしの教会を建てます。
ハデスの門もそれには打ち勝てません。マタイ 16章 18 節」今年、主の豊かな恵み
のうちに創立 55周年を迎え、主がおいでになるまで更なる救霊のために用いて頂き
たいと祈り願っています。� （札場みどり）

　「憎しみを越えて」
　　　宣教師ディシェイザー
　　　平和の使者になった真珠湾報復の爆撃手

　本書には、ジェイコブ・ディシェイザーさんの生涯が綴られている。

ディシェイザーさんは、真珠湾報復の際に米軍兵士として B25 戦闘機

を操縦し、名古屋周辺を爆撃した。ところが、機体の故障によって日本

軍の占領地に不時着し、捕虜となって拷問を受ける。獄中で看守から数

冊の本が与えられ、その内の一冊が聖書であった。聖書を読む中で、罪

が示され、信仰告白、献身へと導かれた。終戦後、宣教師として来日し、

約 30年間日本人の救いのために働いた。� （西川牧雄）
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山科キリスト福音教会
レフトサーリ歌恋さんの洗礼式

　ＫＢＩ（関西聖書学院）のためにお祈りと支え、そして学生を送ってくださりありがとうございます。

9月 1日よりコロナウイルス感染予防対策をさらに徹底しながら 2学期がスタートしました。9月第 2

週はさっそく 1週間のカイロス宣教コースがあり、その次の週はアンテオケ宣教セミナー、そして 2日

間のイラン宣教Ｂ師の特別講義と、宣教づくしのプログラムで後期に入っていきます。大宣教命令で命令

されているから宣教するのではなく、神様の最初からの計画に私たちが喜びをもって参与していく、その

ような宣教理解に学生達は変えられつつあると思います。「恵みはひとえに始められた栄光であり、栄光

はひとえに完成された恵みである。ジョナサン・エドワーズ」と、あるデボーションの本にありましたが、

この神の栄光をしっかりと目指すＫＢＩであるようにと願っています。� （関西聖書学院　髙橋めぐみ）

■ＫＢＩ

■大阪キリスト福音教会名古屋伝道所
　11 月 1日　今田雄司副牧師任命

■大阪キリスト福音教会
　11 月 1日　今泉美恵子副牧師任命

◉ペンテコステ誌編集委員
　芳三容子先生に替わり、小川祐司先生が新たに

編集委員に加わりました。

■�新型コロナウイルスからの癒し 〈イースト〉

　栄シャローム福音教会の主任牧師、小山英児先生が主のみわざによって新型コロナ

ウィルスから完全に癒されました。ハレルヤ！　以下、小山先生からのコメントです。

　「新型コロナウィルスに感染し、7月 17 日より入院をしていました。はじめは中

等症病院に搬送されましたが翌日状態が悪化して、重症の病院に緊急搬送され ICU�

に入りました。人工呼吸器と体外式模型人工肺が用意されましたが、皆様の祈りに支

えられて使わずに済みました。その後、病状が改善し、隔離病棟で 2週間過ごし、2

度の検査で陰性となり、退院できました。自分の努力ではどうすることもできない状

況の中で皆様のお祈りに支えられました。感謝いたします。」

（小川祐司）
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　「ベトナムの宣教」 ④
吉田　隆　

　切り立った山間を川が流れる水墨画で有名な場所に、

中国の桂林があります。私は家の教会に仕える目的で、

この桂林に行ったことがあります。

　ベトナムにもハーロンベイと呼ばれる景色の美しいと

ころがあります。ここは、海の湾の中に切り立った山が

ある特殊な地形の場所です。ベトナムの観光も宣伝され

るようになりましたから、ご覧になった方がいらっしゃ

るかもしれません。

　私はここにも、リーダーたちの訓練の目的で出かけた

ことがあります。まさに、湾の中で訓練が行われたので

す。それは船の上でした。

　ベトナムが共産主義の国であり、クリスチャンの集ま

りを秘密にしなければならず、非常に神経を使うという

ことを前３回に渡ってお伝えしてきました。福音書によ

れば、イエス様も弟子たちと一緒に舟に乗って、向こう

岸に渡る時に、舟上でレッスンが行われたことが記され

ています。

　現在、新型コロナウイルスの関係で３密を避けること

が世界的な常識となっていますが、共産主義国に於ける

弟子訓練のことを考えますと、最も「密」を避けにくい

状況であったことが思い返されます。狭い部屋に多くの

リーダーが一同に会して、その訓練は長時間に及びます。

　ところで、ベトナムと中国の習慣で一つ違うのは、ベ

トナムには ” シエスタ ” の習慣があり、大人たちも昼食

の後、お昼寝をするのです。こうした訓練の時は、今ま

で教室だったところに布団も敷かずに枕だけを置いて寝

るのです。それは、狭いところに身体がひしめき合う結

果となります。

　シエスタとはフランス語をはじめラテン系の言葉のよ

うですから、やはりフランスの植民地であった時代から

の遺産でしょう。以前に、ベトナムでは今も、フランス

パンが売られていることを話したかと思います。

　ただ、現在フランス本国で、フランスの人たちはとい

うと、お昼休みを頑固に取るところはいまだにあります

が、パリに合計 12か月間住まわせていただいた経験か

ら申しますと、お昼寝はほとんどしないかと思います。

　近頃日本中で、かつて 90年代に起こったキャンプブー

ムが再燃しているそうです。そんな中、私たち夫婦も気分

転換と災害避難訓練を兼ねて、8月から 20年ぶりにキャ

ンプを始めました。無数の星が輝く夜空を眺めながらテン

ト生活をしていると、ふと神が「さあ、天を見上げなさい。

星を数えることができるなら、それを数えなさい。あなた

の子孫はこのようになる。」（創世記 15:5）�と語られた四

千年前の族長に思いを馳せることとなりました。

　へブル書 11 章には次のように書かれています。「信仰

によって、アブラハムは相続財産として受け取るべき地に

出て行くようにと召しを受けたときに、それに従い、どこ

に行くのかを知らずに出て行きました。信仰によって、彼

は約束された地に他国人のようにして住み、同じ約束をと

もに受け継ぐイサクやヤコブと天幕生活をしました。堅い

基礎の上に建てられた都を待ち望んでいたからです。その

都の設計者、また建設者は神です。」（11:8-10）

　ここでは、「同じ約束をともに受け継ぐ」と書かれており、

信仰の継承とは、神の約束を共有することであることが分

かります。また、「イサクやヤコブと天幕生活をしました。」

と書かれており、彼らは一緒に天幕で生活を共有したこと

も描かれています。昨今、日本では核家族化が進み、三世

代が一緒に住むことはまれになっています。これも日本に

おいて信仰継承を難しくさせている原因の一つなのかもし

れません。

　ところで、「神の約束」とは何でしょうか？ローマ書に

は次のように書かれています。「というのは、世界の相続

人となるという約束が、アブラハムに、あるいは彼の子孫

に与えられたのは、律法によってではなく、信仰による義

によってであったからです。」（4:13）

　「神の約束」とは、「世界の相続人となる」ことであり、

それを手に入れる方法が律法ではなく、信仰によってとい

うものでした。ですから、「信仰」の継承というよりも、「世

界の相続」という驚くべき特権こそ私たちが子孫に継承す

るべきものであり、信仰は目的ではなく手段であることが

分かります。

　使徒パウロは次のように祈っています。「また、あなた

がたの心の目がはっきり見えるようになって、神の召しに

より与えられる望みがどのようなものか、聖徒たちが受け

継ぐものがどれほど栄光に富んだものか、また、神の大能

の力の働きによって私たち信じる者に働く神のすぐれた力

が、どれほど偉大なものであるかを、知ることができます

ように。」（エペソ 1:18-19）「栄光に富んだ聖徒が受け継

ぐもの」とは何でしょうか？　パウロはそれを「またキリ

ストにあって、私たちは御国を受け継ぐ者となりました。」

（エペソ�1:11）と語り、「聖霊は私たちが御国を受け継ぐ

ことの保証です。このことは、私たちが贖われて神のもの

とされ、神の栄光がほめたたえられるためです。」（エペソ�

1:14）と語っています。「御国の継承」、すなわち四千年

前の族長との契約の祝福にあずかるという、福音の素晴ら

しさに感動し、神の恵みに圧倒され、主のすばらしさを味

わっている両親の姿こそ、子供たちに対する最高の信仰教

育であると言えるでしょう。

　さて、「イサクやヤコブと天幕生活をしました。」という

言葉から、継承のためには、できるだけ一緒にいる時間を

持つことは大切なことのように思われます。新共同訳では

「一緒に幕屋に住みました」と訳されています。

　ところが、ヤコブは長年祖父や父と一緒に住んではいま

したが、本当の意味で神を知りませんでした。兄との確執

により、彼は家を出ることとなります。しかし、家族から

離れて独りぼっちになった時、彼は神との真の出会いを体

験することになり、かつては人を欺き、騙し奪う者でした

が、自発的に神に献げる者となりました。ベテルでの出来

事です。

　この出来事の最初に、「ある所に着いたとき」（創世記

28:11）と書かれています。この「着く」という言葉の原

語は「パーガ」であって、「出会う、嘆願する、とりなす」

という意味があり、「とりなしの祈り」の語源となってい

ます（イザヤ 53:12、59:16 参照）。

　もし信仰の家族から離れてしまった子供さんやお孫さん

がおられるなら、主との出会いの場所へヤコブのようにた

どり着き、真に神を知って礼拝し、自分自身を神に献げる

ように、とりなしの祈りを続けていきましょう。

3 ● 信仰継承 あかし● 4 

　コロナ禍にある教会への励まし

　尊い主の御名を賛美します。コロナウイルス感染拡大によ

り、４月の国による緊急事態宣言が出てから今日まで、私た

ちの教会活動は大きな影響を受けてきました。感染対策のた

めに、礼拝も、諸集会も、伝道活動も今までどおりにできな

くなった教会がほとんどだと思います。

　コロナウイルス感染終息のために TPKF 諸教会の皆様にお

かれましては、すでに個人的に、あるいは教会として執り成

しの祈りをささげて下さっていることを感謝します。残念な

がら経済活動ゆえの自粛緩和などにより、大都市圏において

は、なかなか感染者数が激減するところまで行っていません。

すでにご存じのとおり、他団体の教会だけでなく TPKF 内か

らもごくわずかですが感染者が出、感染の脅威は身近に迫っ

ています。誰もが感染者になり得る状況です。

１．この国家的、世界的危機の中、冬が近づく今、皆様と心

を一つにしてコロナウイルス感染終息のために主に祈り続け

たいと願います。為政者のため、困窮した人々のため、感染

した人たちの癒しのため、医療従事者のために祈りましょう。

また、教職者、信徒、関係あるすべての

人々に主の守りと霊の一致があり、世の

光、地の塩としての使命を果たすことが

できるようお祈りしましょう。

２．祈りとともに、お互い身を引き締め

て、教会でのまた個人でのコロナウイルス感染対策をなお徹

底して行こうではありませんか。

３．また可能なあらゆる手段を用いて、互いの緊密な関係を

保持して行こうではありませんか。

４．さらに、「もう一人をキリストへ」を合言葉に、一人で

も多くの方に福音を伝えて行こうではありませんか。会って

話すことができなければ、文書を用いることもできます。

　TPKF 諸教会全体がコロナウイルス感染から守られ、日本

と世界から速やかなコロナ感染の終息を見ることができます

ように！

　主イエス様の祝福が、諸教会の皆様の上に豊かにあります

ように！

　　　2020 年 11 月

ＴＰＫＦ議長　小山大三　

  信仰継承  ──何を継承するのか？ 　教会に通い続けて 金沢フィラデルフィヤ教会　平岡花子　

　私が教会に初めて行ったのは幼稚園の時です。幼稚園の同級生の家が単立の教会（主イ
エスいのちのみち教会）で、教会学校に誘われたのがきっかけでした。通ううちに「石や
木、金属でできた像に神様はいない」、「神様は主おひとりだけ。イエス様は救い主」とい
うことを幼心に強く感じたのを覚えています。一緒に教会学校に通っていた子達が様々な
理由で来なくなっても、私はそのまま通い続け、そのまま礼拝に参加するようになりまし
た。その後ずっと礼拝に参加して、27�歳になりましたが洗礼は受けていませんでした。�
　なぜずっと教会に通っていたのに、洗礼を受けなかったかというと、両親のことがあっ
たからです。私の両親は、高齢でひとりっ子の私を産んだこともあり、葬儀をどうすれば
よいのか、はずっと考えていたことでした。その当時は、洗礼を受けてしまうとノンクリ
スチャンである両親を送ることは難しいと思い葛藤していたのです。ある時、牧師先生の
奥様の兄弟もノンクリスチャンであり、兄弟に伝道して一緒に救われるんだというお話を
聞きました。その時「私も同じように両親の救いのために頑張ろう、そのためにも私自身
が確信を持たなければいけない」と考え、洗礼を受ける決心をしました。�
　2012�年�7�月�22�日に洗礼を受けましたが、その後がん闘病中だった牧師先生が亡くな
って、教会は解散になりました。現在は金沢フィラデルフィヤ教会に所属して、主の豊か
な恵みをいただいています。現在私は闘病中で、何度も心が挫けました。でも、その度に
聖書を通して、金沢フィラデルフィヤ教会の牧師先生・兄弟姉妹を通して主は私に語って
くださり、光をくださいました。今が苦しくとも主は必ず最善をなしてくださると確信し
ています。ハレルヤ。�

あかし

　共に歩んでくださるイエス様� 深草キリスト福音教会　鳥谷悠子　

　私が救われましたのは今から 45年前です。教会に行きはじめたきっかけは、夫の転勤
で福岡から町田に引っ越して来た時です。福岡で日曜学校に行っていました娘が教会に行
きたいと言いだしましたので、その当時、町田の教会に行かれていました高野姉の紹介で、
町田純福音教会に娘と息子と三人で行きはじめました。
　教会にはスウェーデンの宣教師アムロト先生御夫妻と田中渚先生がいらして、私達を温
く迎えて下さいました。娘は楽しそうでしたが、私はメッセージを聞いても私の心には少
しも響きませんでした。イエス様と私の関係も良くわかりませんでした。
　そんな日がしばらく続いていたある日、イエス様が私に語りかけてくださったのです。
今でも、その日に語られたみ言葉は忘れることができません。ヨハネ 14章の６節です。
　「イエスは彼に言われた。『わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを
通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません。』」このみ言葉を聞い
た時、私は自分自身の生き方、これから歩む道に迷っていましたので、私はイエス様を信
じ、イエス様の示される道を共に歩みたいと思いました。
　そして、1975 年２月に受洗しました。受洗した当時、イエス様を信じてはいましたが、
まだイエス様は遠い存在でした。月日が経ち、私の人生にも色々な出来事が起こり、悩ん
だり苦しんだり、どうしようもない悲しみに遇った時、イエス様がいつも私のそばにいて
支え励ましてくださいました。今ではいつもイエス様が共に歩んで下さっていることを実
感しています。そのうち、80歳を過ぎた私を背負ってくださることでしょう。感謝。

南さつまキリスト福音教会
　上田正美



 2 ● 宣教地からの便り／海外支援

 ペンテコステ  2020/11  № 139  ペンテコステ  2020/11  № 139 ペンテコステ  2020/11  № 139

　「ベトナムの宣教」 ④
吉田　隆　
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　ベトナムが共産主義の国であり、クリスチャンの集ま

りを秘密にしなければならず、非常に神経を使うという
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うですから、やはりフランスの植民地であった時代から

の遺産でしょう。以前に、ベトナムでは今も、フランス

パンが売られていることを話したかと思います。
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の子孫はこのようになる。」（創世記 15:5）�と語られた四

千年前の族長に思いを馳せることとなりました。
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　「神の約束」とは、「世界の相続人となる」ことであり、
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しさに感動し、神の恵みに圧倒され、主のすばらしさを味

わっている両親の姿こそ、子供たちに対する最高の信仰教

育であると言えるでしょう。

　さて、「イサクやヤコブと天幕生活をしました。」という

言葉から、継承のためには、できるだけ一緒にいる時間を

持つことは大切なことのように思われます。新共同訳では

「一緒に幕屋に住みました」と訳されています。

　ところが、ヤコブは長年祖父や父と一緒に住んではいま

したが、本当の意味で神を知りませんでした。兄との確執

により、彼は家を出ることとなります。しかし、家族から

離れて独りぼっちになった時、彼は神との真の出会いを体

験することになり、かつては人を欺き、騙し奪う者でした

が、自発的に神に献げる者となりました。ベテルでの出来

事です。

　この出来事の最初に、「ある所に着いたとき」（創世記

28:11）と書かれています。この「着く」という言葉の原

語は「パーガ」であって、「出会う、嘆願する、とりなす」

という意味があり、「とりなしの祈り」の語源となってい

ます（イザヤ 53:12、59:16 参照）。

　もし信仰の家族から離れてしまった子供さんやお孫さん

がおられるなら、主との出会いの場所へヤコブのようにた

どり着き、真に神を知って礼拝し、自分自身を神に献げる

ように、とりなしの祈りを続けていきましょう。
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かれましては、すでに個人的に、あるいは教会として執り成
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底して行こうではありませんか。
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よいのか、はずっと考えていたことでした。その当時は、洗礼を受けてしまうとノンクリ
スチャンである両親を送ることは難しいと思い葛藤していたのです。ある時、牧師先生の
奥様の兄弟もノンクリスチャンであり、兄弟に伝道して一緒に救われるんだというお話を
聞きました。その時「私も同じように両親の救いのために頑張ろう、そのためにも私自身
が確信を持たなければいけない」と考え、洗礼を受ける決心をしました。�
　2012�年�7�月�22�日に洗礼を受けましたが、その後がん闘病中だった牧師先生が亡くな
って、教会は解散になりました。現在は金沢フィラデルフィヤ教会に所属して、主の豊か
な恵みをいただいています。現在私は闘病中で、何度も心が挫けました。でも、その度に
聖書を通して、金沢フィラデルフィヤ教会の牧師先生・兄弟姉妹を通して主は私に語って
くださり、光をくださいました。今が苦しくとも主は必ず最善をなしてくださると確信し
ています。ハレルヤ。�

あかし

　共に歩んでくださるイエス様� 深草キリスト福音教会　鳥谷悠子　

　私が救われましたのは今から 45年前です。教会に行きはじめたきっかけは、夫の転勤
で福岡から町田に引っ越して来た時です。福岡で日曜学校に行っていました娘が教会に行
きたいと言いだしましたので、その当時、町田の教会に行かれていました高野姉の紹介で、
町田純福音教会に娘と息子と三人で行きはじめました。
　教会にはスウェーデンの宣教師アムロト先生御夫妻と田中渚先生がいらして、私達を温
く迎えて下さいました。娘は楽しそうでしたが、私はメッセージを聞いても私の心には少
しも響きませんでした。イエス様と私の関係も良くわかりませんでした。
　そんな日がしばらく続いていたある日、イエス様が私に語りかけてくださったのです。
今でも、その日に語られたみ言葉は忘れることができません。ヨハネ 14章の６節です。
　「イエスは彼に言われた。『わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを
通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません。』」このみ言葉を聞い
た時、私は自分自身の生き方、これから歩む道に迷っていましたので、私はイエス様を信
じ、イエス様の示される道を共に歩みたいと思いました。
　そして、1975 年２月に受洗しました。受洗した当時、イエス様を信じてはいましたが、
まだイエス様は遠い存在でした。月日が経ち、私の人生にも色々な出来事が起こり、悩ん
だり苦しんだり、どうしようもない悲しみに遇った時、イエス様がいつも私のそばにいて
支え励ましてくださいました。今ではいつもイエス様が共に歩んで下さっていることを実
感しています。そのうち、80歳を過ぎた私を背負ってくださることでしょう。感謝。

南さつまキリスト福音教会
　上田正美
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　「ベトナムの宣教」 ④
吉田　隆　

　切り立った山間を川が流れる水墨画で有名な場所に、

中国の桂林があります。私は家の教会に仕える目的で、

この桂林に行ったことがあります。

　ベトナムにもハーロンベイと呼ばれる景色の美しいと

ころがあります。ここは、海の湾の中に切り立った山が

ある特殊な地形の場所です。ベトナムの観光も宣伝され

るようになりましたから、ご覧になった方がいらっしゃ

るかもしれません。

　私はここにも、リーダーたちの訓練の目的で出かけた

ことがあります。まさに、湾の中で訓練が行われたので

す。それは船の上でした。

　ベトナムが共産主義の国であり、クリスチャンの集ま

りを秘密にしなければならず、非常に神経を使うという

ことを前３回に渡ってお伝えしてきました。福音書によ

れば、イエス様も弟子たちと一緒に舟に乗って、向こう

岸に渡る時に、舟上でレッスンが行われたことが記され

ています。

　現在、新型コロナウイルスの関係で３密を避けること

が世界的な常識となっていますが、共産主義国に於ける

弟子訓練のことを考えますと、最も「密」を避けにくい

状況であったことが思い返されます。狭い部屋に多くの

リーダーが一同に会して、その訓練は長時間に及びます。

　ところで、ベトナムと中国の習慣で一つ違うのは、ベ

トナムには ” シエスタ ” の習慣があり、大人たちも昼食

の後、お昼寝をするのです。こうした訓練の時は、今ま

で教室だったところに布団も敷かずに枕だけを置いて寝

るのです。それは、狭いところに身体がひしめき合う結

果となります。

　シエスタとはフランス語をはじめラテン系の言葉のよ

うですから、やはりフランスの植民地であった時代から

の遺産でしょう。以前に、ベトナムでは今も、フランス

パンが売られていることを話したかと思います。

　ただ、現在フランス本国で、フランスの人たちはとい

うと、お昼休みを頑固に取るところはいまだにあります

が、パリに合計 12か月間住まわせていただいた経験か

ら申しますと、お昼寝はほとんどしないかと思います。

　近頃日本中で、かつて 90年代に起こったキャンプブー

ムが再燃しているそうです。そんな中、私たち夫婦も気分

転換と災害避難訓練を兼ねて、8月から 20年ぶりにキャ

ンプを始めました。無数の星が輝く夜空を眺めながらテン

ト生活をしていると、ふと神が「さあ、天を見上げなさい。

星を数えることができるなら、それを数えなさい。あなた

の子孫はこのようになる。」（創世記 15:5）�と語られた四

千年前の族長に思いを馳せることとなりました。

　へブル書 11 章には次のように書かれています。「信仰

によって、アブラハムは相続財産として受け取るべき地に

出て行くようにと召しを受けたときに、それに従い、どこ

に行くのかを知らずに出て行きました。信仰によって、彼

は約束された地に他国人のようにして住み、同じ約束をと

もに受け継ぐイサクやヤコブと天幕生活をしました。堅い

基礎の上に建てられた都を待ち望んでいたからです。その

都の設計者、また建設者は神です。」（11:8-10）

　ここでは、「同じ約束をともに受け継ぐ」と書かれており、

信仰の継承とは、神の約束を共有することであることが分

かります。また、「イサクやヤコブと天幕生活をしました。」

と書かれており、彼らは一緒に天幕で生活を共有したこと

も描かれています。昨今、日本では核家族化が進み、三世

代が一緒に住むことはまれになっています。これも日本に

おいて信仰継承を難しくさせている原因の一つなのかもし

れません。

　ところで、「神の約束」とは何でしょうか？ローマ書に

は次のように書かれています。「というのは、世界の相続

人となるという約束が、アブラハムに、あるいは彼の子孫

に与えられたのは、律法によってではなく、信仰による義

によってであったからです。」（4:13）

　「神の約束」とは、「世界の相続人となる」ことであり、

それを手に入れる方法が律法ではなく、信仰によってとい

うものでした。ですから、「信仰」の継承というよりも、「世

界の相続」という驚くべき特権こそ私たちが子孫に継承す

るべきものであり、信仰は目的ではなく手段であることが

分かります。

　使徒パウロは次のように祈っています。「また、あなた

がたの心の目がはっきり見えるようになって、神の召しに

より与えられる望みがどのようなものか、聖徒たちが受け

継ぐものがどれほど栄光に富んだものか、また、神の大能

の力の働きによって私たち信じる者に働く神のすぐれた力

が、どれほど偉大なものであるかを、知ることができます

ように。」（エペソ 1:18-19）「栄光に富んだ聖徒が受け継

ぐもの」とは何でしょうか？　パウロはそれを「またキリ

ストにあって、私たちは御国を受け継ぐ者となりました。」

（エペソ�1:11）と語り、「聖霊は私たちが御国を受け継ぐ

ことの保証です。このことは、私たちが贖われて神のもの

とされ、神の栄光がほめたたえられるためです。」（エペソ�

1:14）と語っています。「御国の継承」、すなわち四千年

前の族長との契約の祝福にあずかるという、福音の素晴ら

しさに感動し、神の恵みに圧倒され、主のすばらしさを味

わっている両親の姿こそ、子供たちに対する最高の信仰教

育であると言えるでしょう。

　さて、「イサクやヤコブと天幕生活をしました。」という

言葉から、継承のためには、できるだけ一緒にいる時間を

持つことは大切なことのように思われます。新共同訳では

「一緒に幕屋に住みました」と訳されています。

　ところが、ヤコブは長年祖父や父と一緒に住んではいま

したが、本当の意味で神を知りませんでした。兄との確執

により、彼は家を出ることとなります。しかし、家族から

離れて独りぼっちになった時、彼は神との真の出会いを体

験することになり、かつては人を欺き、騙し奪う者でした

が、自発的に神に献げる者となりました。ベテルでの出来

事です。

　この出来事の最初に、「ある所に着いたとき」（創世記

28:11）と書かれています。この「着く」という言葉の原

語は「パーガ」であって、「出会う、嘆願する、とりなす」

という意味があり、「とりなしの祈り」の語源となってい

ます（イザヤ 53:12、59:16 参照）。

　もし信仰の家族から離れてしまった子供さんやお孫さん

がおられるなら、主との出会いの場所へヤコブのようにた

どり着き、真に神を知って礼拝し、自分自身を神に献げる

ように、とりなしの祈りを続けていきましょう。

3 ● 信仰継承 あかし● 4 

　コロナ禍にある教会への励まし

　尊い主の御名を賛美します。コロナウイルス感染拡大によ

り、４月の国による緊急事態宣言が出てから今日まで、私た

ちの教会活動は大きな影響を受けてきました。感染対策のた

めに、礼拝も、諸集会も、伝道活動も今までどおりにできな

くなった教会がほとんどだと思います。

　コロナウイルス感染終息のために TPKF 諸教会の皆様にお

かれましては、すでに個人的に、あるいは教会として執り成

しの祈りをささげて下さっていることを感謝します。残念な

がら経済活動ゆえの自粛緩和などにより、大都市圏において

は、なかなか感染者数が激減するところまで行っていません。

すでにご存じのとおり、他団体の教会だけでなく TPKF 内か

らもごくわずかですが感染者が出、感染の脅威は身近に迫っ

ています。誰もが感染者になり得る状況です。

１．この国家的、世界的危機の中、冬が近づく今、皆様と心

を一つにしてコロナウイルス感染終息のために主に祈り続け

たいと願います。為政者のため、困窮した人々のため、感染

した人たちの癒しのため、医療従事者のために祈りましょう。

また、教職者、信徒、関係あるすべての

人々に主の守りと霊の一致があり、世の

光、地の塩としての使命を果たすことが

できるようお祈りしましょう。

２．祈りとともに、お互い身を引き締め

て、教会でのまた個人でのコロナウイルス感染対策をなお徹

底して行こうではありませんか。

３．また可能なあらゆる手段を用いて、互いの緊密な関係を

保持して行こうではありませんか。

４．さらに、「もう一人をキリストへ」を合言葉に、一人で

も多くの方に福音を伝えて行こうではありませんか。会って

話すことができなければ、文書を用いることもできます。

　TPKF 諸教会全体がコロナウイルス感染から守られ、日本

と世界から速やかなコロナ感染の終息を見ることができます

ように！

　主イエス様の祝福が、諸教会の皆様の上に豊かにあります

ように！

　　　2020 年 11 月

ＴＰＫＦ議長　小山大三　

  信仰継承  ──何を継承するのか？ 　教会に通い続けて 金沢フィラデルフィヤ教会　平岡花子　
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た。その後ずっと礼拝に参加して、27�歳になりましたが洗礼は受けていませんでした。�
　なぜずっと教会に通っていたのに、洗礼を受けなかったかというと、両親のことがあっ
たからです。私の両親は、高齢でひとりっ子の私を産んだこともあり、葬儀をどうすれば
よいのか、はずっと考えていたことでした。その当時は、洗礼を受けてしまうとノンクリ
スチャンである両親を送ることは難しいと思い葛藤していたのです。ある時、牧師先生の
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聞きました。その時「私も同じように両親の救いのために頑張ろう、そのためにも私自身
が確信を持たなければいけない」と考え、洗礼を受ける決心をしました。�
　2012�年�7�月�22�日に洗礼を受けましたが、その後がん闘病中だった牧師先生が亡くな
って、教会は解散になりました。現在は金沢フィラデルフィヤ教会に所属して、主の豊か
な恵みをいただいています。現在私は闘病中で、何度も心が挫けました。でも、その度に
聖書を通して、金沢フィラデルフィヤ教会の牧師先生・兄弟姉妹を通して主は私に語って
くださり、光をくださいました。今が苦しくとも主は必ず最善をなしてくださると確信し
ています。ハレルヤ。�
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　共に歩んでくださるイエス様� 深草キリスト福音教会　鳥谷悠子　

　私が救われましたのは今から 45年前です。教会に行きはじめたきっかけは、夫の転勤
で福岡から町田に引っ越して来た時です。福岡で日曜学校に行っていました娘が教会に行
きたいと言いだしましたので、その当時、町田の教会に行かれていました高野姉の紹介で、
町田純福音教会に娘と息子と三人で行きはじめました。
　教会にはスウェーデンの宣教師アムロト先生御夫妻と田中渚先生がいらして、私達を温
く迎えて下さいました。娘は楽しそうでしたが、私はメッセージを聞いても私の心には少
しも響きませんでした。イエス様と私の関係も良くわかりませんでした。
　そんな日がしばらく続いていたある日、イエス様が私に語りかけてくださったのです。
今でも、その日に語られたみ言葉は忘れることができません。ヨハネ 14章の６節です。
　「イエスは彼に言われた。『わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを
通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません。』」このみ言葉を聞い
た時、私は自分自身の生き方、これから歩む道に迷っていましたので、私はイエス様を信
じ、イエス様の示される道を共に歩みたいと思いました。
　そして、1975 年２月に受洗しました。受洗した当時、イエス様を信じてはいましたが、
まだイエス様は遠い存在でした。月日が経ち、私の人生にも色々な出来事が起こり、悩ん
だり苦しんだり、どうしようもない悲しみに遇った時、イエス様がいつも私のそばにいて
支え励ましてくださいました。今ではいつもイエス様が共に歩んで下さっていることを実
感しています。そのうち、80歳を過ぎた私を背負ってくださることでしょう。感謝。

南さつまキリスト福音教会
　上田正美
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単立ペンテコステ教会諸教会（名簿順）
北広島自由キリスト教会 ／ 平川キリスト福音教会 ／ 房総中央キリスト教会 ／ 大佐和キリスト教会 ／ 町田純福音教会 ／ 鶴見純福音教会 
横浜フィラデルフィヤ教会 ／ 磯子フィラデルフィヤ教会 ／ 金沢フィラデルフィヤ教会 ／ 横須賀クリスチャンセンター
保土ケ谷純福音教会神の愛チャペル ／ 大和あがないの丘キリスト教会 ／ 戸塚カルバリ純福音教会 ／ 栄シャローム福音教会 ／ 伊勢原聖書キリスト教会 
秦野クリスチャンセンター ／ 北アルプスグローバルチャーチ白馬キリスト福音センター ／ 南アルプスグローバルチャーチ小笠原純福音教会
甲府カルバリ純福音教会 ／ ハーベスト・チャーチ山梨 ／ 裾野純福音キリスト教会 ／ 御殿場純福音キリスト教会 
いのちのパンの家 ／ 小松ベタニヤ福音教会 ／ 小松南部キリスト教会 ／ ホープハウス ／ 福井自由キリスト教会
文教ゴスペルセンター ／ 松岡福音教会 ／ 丸岡福音キリスト教会 ／ 勝山自由キリスト教会 ／ The Lighthouse 749（三国町）／ 武生自由キリスト教会
グローリーチャーチ敦賀自由キリスト教会 ／ 金津福音キリスト教会 ／小浜キリスト福音教会 ／ 小浜キリスト福音教会三方伝道所 ／ 高富グレイスチャペル 
岐阜純福音教会 ／ 岐阜純福音白鳥教会 ／ 岐阜純福音大森チャーチ ／ 岐阜ライフチャーチ ／ 美濃グレースチャーチ ／ 本地ガ原自由キリスト教会
瀬戸サレム教会 ／ 滋賀キリスト福音教会 ／ 守山キリスト福音教会 ／ 大津韓国福音教会 ／ 大津キリスト福音教会
田上キリスト教会（大津キリスト福音教会伝道所） ／ 甲賀キリスト福音教会 ／ 水口キリスト福音教会 ／ 甲西キリスト福音教会
雲井キリスト福音教会 ／ 米原キリスト福音教会 ／ 綾部キリスト福音教会 ／ 亀岡ベタニヤ教会 ／ 京都キリスト福音教会
山科キリスト福音教会 ／ 深草キリスト福音教会 ／ 宇治キリストペンテコステ教会 ／ 木幡キリスト福音教会 ／ 大阪キリスト福音教会
須磨自由キリスト教会 ／ 神戸フィラデルフィヤ教会 ／ 南さつまキリスト福音教会
　以上の教会に1部以上を送っています。私たちの願いはすべてのＴＰＫＦの信徒が一部ずつ持つことです。

　ご意見、ご感想は次のメールアドレスにお願いします。tpkf.pentecost@gmail.com� ＴＰＫＦの公式ホームページ　http://www.tpkf.org/
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■ Zoomによるオンライン会議 〈FCMF〉

　ＦＣＭＦでは春と秋に教師会、9月に総会を毎年もってき

ました。今回、新型コロナ感染症対策も鑑みて、教師会と総

会を、Web 会議ツール「Zoom」を使って初めてオンライン

で持ちました。春の教師会や色々な集まりが中止となってい

たため、久しぶりにお顔を拝見する方々も多く、皆さん、笑

顔でアクセスしてくださいました。

　ＦＣＭＦの教会は北海道から兵庫県（神戸）まで長距離に

わたって存在しているため、元々、集まるにも時間と費用が

かかっていました。今回は移動時間も費用もかからず、会議

時間も従来より大幅に短く設定されていたため、様々なメリ

ットがありました。

　今後もオンラインでの会議が続く予定ですが、直接顔を合

わせられないから集まらない、のではなく、オンラインであ

っても集まる、ということが今、求められているのだと感じ

ました。� （札場義宣）

■ 新型コロナウイルス感染予防対策 〈キリスト福音〉

　京都キリスト福音教会
　今年３月に京都市北部にある大学でクラスターが発生し、

ウイルス感染の危険が近づいていることを実感しました。そ

こで礼拝参加者の手の消毒、マスク着用、座席の間隔をあけ

ること、また換気の徹底などを、教会のメンバーに周知しま

した。日本全国に緊急事態宣言が出された時は、４月から６

月まで会堂での礼拝と平日の集会を取り止めました。同時に、

家庭礼拝のためにメッセージ動画の配信を始めました。幸い

７月から会堂での礼拝を再開することができました。しかし、

メッセージ動画の配信は続けています。「教会に来てくれな

い家族が見てくれる」と、うれしい声が届いています。

� （置田信也）
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。

　平川キリスト福音教会　所在地：青森県平川市本町村元 8-11

　2014 年 4 月 22 日、教会開拓のために青森県平川市（人口 3万人）に来ました。
同年 9月 7日には礼拝を始めましたが、現在、礼拝を共に捧げる人たちが与えられ
ています。平日は英会話教室を通して 55人の生徒とご家族とのつながりが与えられ
ています。各クラスでは 40 ～ 50 分間のレッスン後に 10 分間の聖書の学びをして
います。これ以外に、ゴスペル教室、コンサート、ＢＢＱやクリスマス会など、様々
なイベントを通して福音の種まきがされています。Thank�you�Jesus!　�（中西ペニー）

グローリーチャーチ敦賀自由キリスト教会　　　　　　
　所在地：福井県敦賀市中央町 1丁目 1-38　

　1963 年、ノルウェーのテグナンダー宣教師夫妻に敦賀への重荷が与えられ伝道
が開始されました。2年後、主イエス様の導きにより札場斉、栄子夫妻が就任され、
1966 年に教会が献堂されました。「わたしはこの岩の上にわたしの教会を建てます。
ハデスの門もそれには打ち勝てません。マタイ 16章 18 節」今年、主の豊かな恵み
のうちに創立 55周年を迎え、主がおいでになるまで更なる救霊のために用いて頂き
たいと祈り願っています。� （札場みどり）

　「憎しみを越えて」
　　　宣教師ディシェイザー
　　　平和の使者になった真珠湾報復の爆撃手

　本書には、ジェイコブ・ディシェイザーさんの生涯が綴られている。

ディシェイザーさんは、真珠湾報復の際に米軍兵士として B25 戦闘機

を操縦し、名古屋周辺を爆撃した。ところが、機体の故障によって日本

軍の占領地に不時着し、捕虜となって拷問を受ける。獄中で看守から数

冊の本が与えられ、その内の一冊が聖書であった。聖書を読む中で、罪

が示され、信仰告白、献身へと導かれた。終戦後、宣教師として来日し、

約 30年間日本人の救いのために働いた。� （西川牧雄）
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書籍紹介

山科キリスト福音教会
レフトサーリ歌恋さんの洗礼式

　ＫＢＩ（関西聖書学院）のためにお祈りと支え、そして学生を送ってくださりありがとうございます。

9月 1日よりコロナウイルス感染予防対策をさらに徹底しながら 2学期がスタートしました。9月第 2

週はさっそく 1週間のカイロス宣教コースがあり、その次の週はアンテオケ宣教セミナー、そして 2日

間のイラン宣教Ｂ師の特別講義と、宣教づくしのプログラムで後期に入っていきます。大宣教命令で命令

されているから宣教するのではなく、神様の最初からの計画に私たちが喜びをもって参与していく、その

ような宣教理解に学生達は変えられつつあると思います。「恵みはひとえに始められた栄光であり、栄光

はひとえに完成された恵みである。ジョナサン・エドワーズ」と、あるデボーションの本にありましたが、

この神の栄光をしっかりと目指すＫＢＩであるようにと願っています。� （関西聖書学院　髙橋めぐみ）

■ＫＢＩ

■大阪キリスト福音教会名古屋伝道所
　11 月 1日　今田雄司副牧師任命

■大阪キリスト福音教会
　11 月 1日　今泉美恵子副牧師任命

◉ペンテコステ誌編集委員
　芳三容子先生に替わり、小川祐司先生が新たに

編集委員に加わりました。

■�新型コロナウイルスからの癒し 〈イースト〉

　栄シャローム福音教会の主任牧師、小山英児先生が主のみわざによって新型コロナ

ウィルスから完全に癒されました。ハレルヤ！　以下、小山先生からのコメントです。

　「新型コロナウィルスに感染し、7月 17 日より入院をしていました。はじめは中

等症病院に搬送されましたが翌日状態が悪化して、重症の病院に緊急搬送され ICU�

に入りました。人工呼吸器と体外式模型人工肺が用意されましたが、皆様の祈りに支

えられて使わずに済みました。その後、病状が改善し、隔離病棟で 2週間過ごし、2

度の検査で陰性となり、退院できました。自分の努力ではどうすることもできない状

況の中で皆様のお祈りに支えられました。感謝いたします。」

（小川祐司）
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　「ベトナムの宣教」 ④
吉田　隆　

　切り立った山間を川が流れる水墨画で有名な場所に、

中国の桂林があります。私は家の教会に仕える目的で、

この桂林に行ったことがあります。

　ベトナムにもハーロンベイと呼ばれる景色の美しいと

ころがあります。ここは、海の湾の中に切り立った山が

ある特殊な地形の場所です。ベトナムの観光も宣伝され

るようになりましたから、ご覧になった方がいらっしゃ

るかもしれません。

　私はここにも、リーダーたちの訓練の目的で出かけた

ことがあります。まさに、湾の中で訓練が行われたので

す。それは船の上でした。

　ベトナムが共産主義の国であり、クリスチャンの集ま

りを秘密にしなければならず、非常に神経を使うという

ことを前３回に渡ってお伝えしてきました。福音書によ

れば、イエス様も弟子たちと一緒に舟に乗って、向こう

岸に渡る時に、舟上でレッスンが行われたことが記され

ています。

　現在、新型コロナウイルスの関係で３密を避けること

が世界的な常識となっていますが、共産主義国に於ける

弟子訓練のことを考えますと、最も「密」を避けにくい

状況であったことが思い返されます。狭い部屋に多くの

リーダーが一同に会して、その訓練は長時間に及びます。

　ところで、ベトナムと中国の習慣で一つ違うのは、ベ

トナムには ” シエスタ ” の習慣があり、大人たちも昼食

の後、お昼寝をするのです。こうした訓練の時は、今ま

で教室だったところに布団も敷かずに枕だけを置いて寝

るのです。それは、狭いところに身体がひしめき合う結

果となります。

　シエスタとはフランス語をはじめラテン系の言葉のよ

うですから、やはりフランスの植民地であった時代から

の遺産でしょう。以前に、ベトナムでは今も、フランス

パンが売られていることを話したかと思います。

　ただ、現在フランス本国で、フランスの人たちはとい

うと、お昼休みを頑固に取るところはいまだにあります

が、パリに合計 12か月間住まわせていただいた経験か

ら申しますと、お昼寝はほとんどしないかと思います。

　近頃日本中で、かつて 90年代に起こったキャンプブー

ムが再燃しているそうです。そんな中、私たち夫婦も気分

転換と災害避難訓練を兼ねて、8月から 20年ぶりにキャ

ンプを始めました。無数の星が輝く夜空を眺めながらテン

ト生活をしていると、ふと神が「さあ、天を見上げなさい。

星を数えることができるなら、それを数えなさい。あなた

の子孫はこのようになる。」（創世記 15:5）�と語られた四

千年前の族長に思いを馳せることとなりました。

　へブル書 11 章には次のように書かれています。「信仰

によって、アブラハムは相続財産として受け取るべき地に

出て行くようにと召しを受けたときに、それに従い、どこ

に行くのかを知らずに出て行きました。信仰によって、彼

は約束された地に他国人のようにして住み、同じ約束をと

もに受け継ぐイサクやヤコブと天幕生活をしました。堅い

基礎の上に建てられた都を待ち望んでいたからです。その

都の設計者、また建設者は神です。」（11:8-10）

　ここでは、「同じ約束をともに受け継ぐ」と書かれており、

信仰の継承とは、神の約束を共有することであることが分

かります。また、「イサクやヤコブと天幕生活をしました。」

と書かれており、彼らは一緒に天幕で生活を共有したこと

も描かれています。昨今、日本では核家族化が進み、三世

代が一緒に住むことはまれになっています。これも日本に

おいて信仰継承を難しくさせている原因の一つなのかもし

れません。

　ところで、「神の約束」とは何でしょうか？ローマ書に

は次のように書かれています。「というのは、世界の相続

人となるという約束が、アブラハムに、あるいは彼の子孫

に与えられたのは、律法によってではなく、信仰による義

によってであったからです。」（4:13）

　「神の約束」とは、「世界の相続人となる」ことであり、

それを手に入れる方法が律法ではなく、信仰によってとい

うものでした。ですから、「信仰」の継承というよりも、「世

界の相続」という驚くべき特権こそ私たちが子孫に継承す

るべきものであり、信仰は目的ではなく手段であることが

分かります。

　使徒パウロは次のように祈っています。「また、あなた

がたの心の目がはっきり見えるようになって、神の召しに

より与えられる望みがどのようなものか、聖徒たちが受け

継ぐものがどれほど栄光に富んだものか、また、神の大能

の力の働きによって私たち信じる者に働く神のすぐれた力

が、どれほど偉大なものであるかを、知ることができます

ように。」（エペソ 1:18-19）「栄光に富んだ聖徒が受け継

ぐもの」とは何でしょうか？　パウロはそれを「またキリ

ストにあって、私たちは御国を受け継ぐ者となりました。」

（エペソ�1:11）と語り、「聖霊は私たちが御国を受け継ぐ

ことの保証です。このことは、私たちが贖われて神のもの

とされ、神の栄光がほめたたえられるためです。」（エペソ�

1:14）と語っています。「御国の継承」、すなわち四千年

前の族長との契約の祝福にあずかるという、福音の素晴ら

しさに感動し、神の恵みに圧倒され、主のすばらしさを味

わっている両親の姿こそ、子供たちに対する最高の信仰教

育であると言えるでしょう。

　さて、「イサクやヤコブと天幕生活をしました。」という

言葉から、継承のためには、できるだけ一緒にいる時間を

持つことは大切なことのように思われます。新共同訳では

「一緒に幕屋に住みました」と訳されています。

　ところが、ヤコブは長年祖父や父と一緒に住んではいま

したが、本当の意味で神を知りませんでした。兄との確執

により、彼は家を出ることとなります。しかし、家族から

離れて独りぼっちになった時、彼は神との真の出会いを体

験することになり、かつては人を欺き、騙し奪う者でした

が、自発的に神に献げる者となりました。ベテルでの出来

事です。

　この出来事の最初に、「ある所に着いたとき」（創世記

28:11）と書かれています。この「着く」という言葉の原

語は「パーガ」であって、「出会う、嘆願する、とりなす」

という意味があり、「とりなしの祈り」の語源となってい

ます（イザヤ 53:12、59:16 参照）。

　もし信仰の家族から離れてしまった子供さんやお孫さん

がおられるなら、主との出会いの場所へヤコブのようにた

どり着き、真に神を知って礼拝し、自分自身を神に献げる

ように、とりなしの祈りを続けていきましょう。
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　コロナ禍にある教会への励まし

　尊い主の御名を賛美します。コロナウイルス感染拡大によ

り、４月の国による緊急事態宣言が出てから今日まで、私た

ちの教会活動は大きな影響を受けてきました。感染対策のた

めに、礼拝も、諸集会も、伝道活動も今までどおりにできな

くなった教会がほとんどだと思います。

　コロナウイルス感染終息のために TPKF 諸教会の皆様にお

かれましては、すでに個人的に、あるいは教会として執り成

しの祈りをささげて下さっていることを感謝します。残念な

がら経済活動ゆえの自粛緩和などにより、大都市圏において

は、なかなか感染者数が激減するところまで行っていません。

すでにご存じのとおり、他団体の教会だけでなく TPKF 内か

らもごくわずかですが感染者が出、感染の脅威は身近に迫っ

ています。誰もが感染者になり得る状況です。

１．この国家的、世界的危機の中、冬が近づく今、皆様と心

を一つにしてコロナウイルス感染終息のために主に祈り続け

たいと願います。為政者のため、困窮した人々のため、感染

した人たちの癒しのため、医療従事者のために祈りましょう。

また、教職者、信徒、関係あるすべての

人々に主の守りと霊の一致があり、世の

光、地の塩としての使命を果たすことが

できるようお祈りしましょう。

２．祈りとともに、お互い身を引き締め

て、教会でのまた個人でのコロナウイルス感染対策をなお徹

底して行こうではありませんか。

３．また可能なあらゆる手段を用いて、互いの緊密な関係を

保持して行こうではありませんか。

４．さらに、「もう一人をキリストへ」を合言葉に、一人で

も多くの方に福音を伝えて行こうではありませんか。会って

話すことができなければ、文書を用いることもできます。

　TPKF 諸教会全体がコロナウイルス感染から守られ、日本

と世界から速やかなコロナ感染の終息を見ることができます

ように！

　主イエス様の祝福が、諸教会の皆様の上に豊かにあります

ように！

　　　2020 年 11 月

ＴＰＫＦ議長　小山大三　

  信仰継承  ──何を継承するのか？ 　教会に通い続けて 金沢フィラデルフィヤ教会　平岡花子　

　私が教会に初めて行ったのは幼稚園の時です。幼稚園の同級生の家が単立の教会（主イ
エスいのちのみち教会）で、教会学校に誘われたのがきっかけでした。通ううちに「石や
木、金属でできた像に神様はいない」、「神様は主おひとりだけ。イエス様は救い主」とい
うことを幼心に強く感じたのを覚えています。一緒に教会学校に通っていた子達が様々な
理由で来なくなっても、私はそのまま通い続け、そのまま礼拝に参加するようになりまし
た。その後ずっと礼拝に参加して、27�歳になりましたが洗礼は受けていませんでした。�
　なぜずっと教会に通っていたのに、洗礼を受けなかったかというと、両親のことがあっ
たからです。私の両親は、高齢でひとりっ子の私を産んだこともあり、葬儀をどうすれば
よいのか、はずっと考えていたことでした。その当時は、洗礼を受けてしまうとノンクリ
スチャンである両親を送ることは難しいと思い葛藤していたのです。ある時、牧師先生の
奥様の兄弟もノンクリスチャンであり、兄弟に伝道して一緒に救われるんだというお話を
聞きました。その時「私も同じように両親の救いのために頑張ろう、そのためにも私自身
が確信を持たなければいけない」と考え、洗礼を受ける決心をしました。�
　2012�年�7�月�22�日に洗礼を受けましたが、その後がん闘病中だった牧師先生が亡くな
って、教会は解散になりました。現在は金沢フィラデルフィヤ教会に所属して、主の豊か
な恵みをいただいています。現在私は闘病中で、何度も心が挫けました。でも、その度に
聖書を通して、金沢フィラデルフィヤ教会の牧師先生・兄弟姉妹を通して主は私に語って
くださり、光をくださいました。今が苦しくとも主は必ず最善をなしてくださると確信し
ています。ハレルヤ。�

あかし

　共に歩んでくださるイエス様� 深草キリスト福音教会　鳥谷悠子　

　私が救われましたのは今から 45年前です。教会に行きはじめたきっかけは、夫の転勤
で福岡から町田に引っ越して来た時です。福岡で日曜学校に行っていました娘が教会に行
きたいと言いだしましたので、その当時、町田の教会に行かれていました高野姉の紹介で、
町田純福音教会に娘と息子と三人で行きはじめました。
　教会にはスウェーデンの宣教師アムロト先生御夫妻と田中渚先生がいらして、私達を温
く迎えて下さいました。娘は楽しそうでしたが、私はメッセージを聞いても私の心には少
しも響きませんでした。イエス様と私の関係も良くわかりませんでした。
　そんな日がしばらく続いていたある日、イエス様が私に語りかけてくださったのです。
今でも、その日に語られたみ言葉は忘れることができません。ヨハネ 14章の６節です。
　「イエスは彼に言われた。『わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを
通してでなければ、だれひとり父のみもとに来ることはありません。』」このみ言葉を聞い
た時、私は自分自身の生き方、これから歩む道に迷っていましたので、私はイエス様を信
じ、イエス様の示される道を共に歩みたいと思いました。
　そして、1975 年２月に受洗しました。受洗した当時、イエス様を信じてはいましたが、
まだイエス様は遠い存在でした。月日が経ち、私の人生にも色々な出来事が起こり、悩ん
だり苦しんだり、どうしようもない悲しみに遇った時、イエス様がいつも私のそばにいて
支え励ましてくださいました。今ではいつもイエス様が共に歩んで下さっていることを実
感しています。そのうち、80歳を過ぎた私を背負ってくださることでしょう。感謝。

南さつまキリスト福音教会
　上田正美
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単立ペンテコステ教会諸教会（名簿順）
北広島自由キリスト教会 ／ 平川キリスト福音教会 ／ 房総中央キリスト教会 ／ 大佐和キリスト教会 ／ 町田純福音教会 ／ 鶴見純福音教会 
横浜フィラデルフィヤ教会 ／ 磯子フィラデルフィヤ教会 ／ 金沢フィラデルフィヤ教会 ／ 横須賀クリスチャンセンター
保土ケ谷純福音教会神の愛チャペル ／ 大和あがないの丘キリスト教会 ／ 戸塚カルバリ純福音教会 ／ 栄シャローム福音教会 ／ 伊勢原聖書キリスト教会 
秦野クリスチャンセンター ／ 北アルプスグローバルチャーチ白馬キリスト福音センター ／ 南アルプスグローバルチャーチ小笠原純福音教会
甲府カルバリ純福音教会 ／ ハーベスト・チャーチ山梨 ／ 裾野純福音キリスト教会 ／ 御殿場純福音キリスト教会 
いのちのパンの家 ／ 小松ベタニヤ福音教会 ／ 小松南部キリスト教会 ／ ホープハウス ／ 福井自由キリスト教会
文教ゴスペルセンター ／ 松岡福音教会 ／ 丸岡福音キリスト教会 ／ 勝山自由キリスト教会 ／ The Lighthouse 749（三国町）／ 武生自由キリスト教会
グローリーチャーチ敦賀自由キリスト教会 ／ 金津福音キリスト教会 ／小浜キリスト福音教会 ／ 小浜キリスト福音教会三方伝道所 ／ 高富グレイスチャペル 
岐阜純福音教会 ／ 岐阜純福音白鳥教会 ／ 岐阜純福音大森チャーチ ／ 岐阜ライフチャーチ ／ 美濃グレースチャーチ ／ 本地ガ原自由キリスト教会
瀬戸サレム教会 ／ 滋賀キリスト福音教会 ／ 守山キリスト福音教会 ／ 大津韓国福音教会 ／ 大津キリスト福音教会
田上キリスト教会（大津キリスト福音教会伝道所） ／ 甲賀キリスト福音教会 ／ 水口キリスト福音教会 ／ 甲西キリスト福音教会
雲井キリスト福音教会 ／ 米原キリスト福音教会 ／ 綾部キリスト福音教会 ／ 亀岡ベタニヤ教会 ／ 京都キリスト福音教会
山科キリスト福音教会 ／ 深草キリスト福音教会 ／ 宇治キリストペンテコステ教会 ／ 木幡キリスト福音教会 ／ 大阪キリスト福音教会
須磨自由キリスト教会 ／ 神戸フィラデルフィヤ教会 ／ 南さつまキリスト福音教会
　以上の教会に1部以上を送っています。私たちの願いはすべてのＴＰＫＦの信徒が一部ずつ持つことです。

　ご意見、ご感想は次のメールアドレスにお願いします。tpkf.pentecost@gmail.com� ＴＰＫＦの公式ホームページ　http://www.tpkf.org/

Pentecostペンテコステ　単立ペンテコステ教会フェローシップ機関誌　第 139 号　2020 年 11 月発行　1部 150 円
発行人：中見 透　 編集人：札場義宣  西川牧雄 小川祐司　発行所：御殿場純福音キリスト教会 〒412 - 0024 御殿場市東山711-24 TEL.0550-82-2872

■ Zoomによるオンライン会議 〈FCMF〉

　ＦＣＭＦでは春と秋に教師会、9月に総会を毎年もってき

ました。今回、新型コロナ感染症対策も鑑みて、教師会と総

会を、Web 会議ツール「Zoom」を使って初めてオンライン

で持ちました。春の教師会や色々な集まりが中止となってい

たため、久しぶりにお顔を拝見する方々も多く、皆さん、笑

顔でアクセスしてくださいました。

　ＦＣＭＦの教会は北海道から兵庫県（神戸）まで長距離に

わたって存在しているため、元々、集まるにも時間と費用が

かかっていました。今回は移動時間も費用もかからず、会議

時間も従来より大幅に短く設定されていたため、様々なメリ

ットがありました。

　今後もオンラインでの会議が続く予定ですが、直接顔を合

わせられないから集まらない、のではなく、オンラインであ

っても集まる、ということが今、求められているのだと感じ

ました。� （札場義宣）

■ 新型コロナウイルス感染予防対策 〈キリスト福音〉

　京都キリスト福音教会
　今年３月に京都市北部にある大学でクラスターが発生し、

ウイルス感染の危険が近づいていることを実感しました。そ

こで礼拝参加者の手の消毒、マスク着用、座席の間隔をあけ

ること、また換気の徹底などを、教会のメンバーに周知しま

した。日本全国に緊急事態宣言が出された時は、４月から６

月まで会堂での礼拝と平日の集会を取り止めました。同時に、

家庭礼拝のためにメッセージ動画の配信を始めました。幸い

７月から会堂での礼拝を再開することができました。しかし、

メッセージ動画の配信は続けています。「教会に来てくれな

い家族が見てくれる」と、うれしい声が届いています。

� （置田信也）
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。

　平川キリスト福音教会　所在地：青森県平川市本町村元 8-11

　2014 年 4 月 22 日、教会開拓のために青森県平川市（人口 3万人）に来ました。
同年 9月 7日には礼拝を始めましたが、現在、礼拝を共に捧げる人たちが与えられ
ています。平日は英会話教室を通して 55人の生徒とご家族とのつながりが与えられ
ています。各クラスでは 40 ～ 50 分間のレッスン後に 10 分間の聖書の学びをして
います。これ以外に、ゴスペル教室、コンサート、ＢＢＱやクリスマス会など、様々
なイベントを通して福音の種まきがされています。Thank�you�Jesus!　�（中西ペニー）

グローリーチャーチ敦賀自由キリスト教会　　　　　　
　所在地：福井県敦賀市中央町 1丁目 1-38　

　1963 年、ノルウェーのテグナンダー宣教師夫妻に敦賀への重荷が与えられ伝道
が開始されました。2年後、主イエス様の導きにより札場斉、栄子夫妻が就任され、
1966 年に教会が献堂されました。「わたしはこの岩の上にわたしの教会を建てます。
ハデスの門もそれには打ち勝てません。マタイ 16章 18 節」今年、主の豊かな恵み
のうちに創立 55周年を迎え、主がおいでになるまで更なる救霊のために用いて頂き
たいと祈り願っています。� （札場みどり）

　「憎しみを越えて」
　　　宣教師ディシェイザー
　　　平和の使者になった真珠湾報復の爆撃手

　本書には、ジェイコブ・ディシェイザーさんの生涯が綴られている。

ディシェイザーさんは、真珠湾報復の際に米軍兵士として B25 戦闘機

を操縦し、名古屋周辺を爆撃した。ところが、機体の故障によって日本

軍の占領地に不時着し、捕虜となって拷問を受ける。獄中で看守から数

冊の本が与えられ、その内の一冊が聖書であった。聖書を読む中で、罪

が示され、信仰告白、献身へと導かれた。終戦後、宣教師として来日し、

約 30年間日本人の救いのために働いた。� （西川牧雄）
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書籍紹介

山科キリスト福音教会
レフトサーリ歌恋さんの洗礼式

　ＫＢＩ（関西聖書学院）のためにお祈りと支え、そして学生を送ってくださりありがとうございます。

9月 1日よりコロナウイルス感染予防対策をさらに徹底しながら 2学期がスタートしました。9月第 2

週はさっそく 1週間のカイロス宣教コースがあり、その次の週はアンテオケ宣教セミナー、そして 2日

間のイラン宣教Ｂ師の特別講義と、宣教づくしのプログラムで後期に入っていきます。大宣教命令で命令

されているから宣教するのではなく、神様の最初からの計画に私たちが喜びをもって参与していく、その

ような宣教理解に学生達は変えられつつあると思います。「恵みはひとえに始められた栄光であり、栄光

はひとえに完成された恵みである。ジョナサン・エドワーズ」と、あるデボーションの本にありましたが、

この神の栄光をしっかりと目指すＫＢＩであるようにと願っています。� （関西聖書学院　髙橋めぐみ）

■ＫＢＩ

■大阪キリスト福音教会名古屋伝道所
　11 月 1日　今田雄司副牧師任命

■大阪キリスト福音教会
　11 月 1日　今泉美恵子副牧師任命

◉ペンテコステ誌編集委員
　芳三容子先生に替わり、小川祐司先生が新たに

編集委員に加わりました。

■�新型コロナウイルスからの癒し 〈イースト〉

　栄シャローム福音教会の主任牧師、小山英児先生が主のみわざによって新型コロナ

ウィルスから完全に癒されました。ハレルヤ！　以下、小山先生からのコメントです。

　「新型コロナウィルスに感染し、7月 17 日より入院をしていました。はじめは中

等症病院に搬送されましたが翌日状態が悪化して、重症の病院に緊急搬送され ICU�

に入りました。人工呼吸器と体外式模型人工肺が用意されましたが、皆様の祈りに支

えられて使わずに済みました。その後、病状が改善し、隔離病棟で 2週間過ごし、2

度の検査で陰性となり、退院できました。自分の努力ではどうすることもできない状

況の中で皆様のお祈りに支えられました。感謝いたします。」

（小川祐司）
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単立ペンテコステ教会諸教会（名簿順）
北広島自由キリスト教会 ／ 平川キリスト福音教会 ／ 房総中央キリスト教会 ／ 大佐和キリスト教会 ／ 町田純福音教会 ／ 鶴見純福音教会 
横浜フィラデルフィヤ教会 ／ 磯子フィラデルフィヤ教会 ／ 金沢フィラデルフィヤ教会 ／ 横須賀クリスチャンセンター
保土ケ谷純福音教会神の愛チャペル ／ 大和あがないの丘キリスト教会 ／ 戸塚カルバリ純福音教会 ／ 栄シャローム福音教会 ／ 伊勢原聖書キリスト教会 
秦野クリスチャンセンター ／ 北アルプスグローバルチャーチ白馬キリスト福音センター ／ 南アルプスグローバルチャーチ小笠原純福音教会
甲府カルバリ純福音教会 ／ ハーベスト・チャーチ山梨 ／ 裾野純福音キリスト教会 ／ 御殿場純福音キリスト教会 
いのちのパンの家 ／ 小松ベタニヤ福音教会 ／ 小松南部キリスト教会 ／ ホープハウス ／ 福井自由キリスト教会
文教ゴスペルセンター ／ 松岡福音教会 ／ 丸岡福音キリスト教会 ／ 勝山自由キリスト教会 ／ The Lighthouse 749（三国町）／ 武生自由キリスト教会
グローリーチャーチ敦賀自由キリスト教会 ／ 金津福音キリスト教会 ／小浜キリスト福音教会 ／ 小浜キリスト福音教会三方伝道所 ／ 高富グレイスチャペル 
岐阜純福音教会 ／ 岐阜純福音白鳥教会 ／ 岐阜純福音大森チャーチ ／ 岐阜ライフチャーチ ／ 美濃グレースチャーチ ／ 本地ガ原自由キリスト教会
瀬戸サレム教会 ／ 滋賀キリスト福音教会 ／ 守山キリスト福音教会 ／ 大津韓国福音教会 ／ 大津キリスト福音教会
田上キリスト教会（大津キリスト福音教会伝道所） ／ 甲賀キリスト福音教会 ／ 水口キリスト福音教会 ／ 甲西キリスト福音教会
雲井キリスト福音教会 ／ 米原キリスト福音教会 ／ 綾部キリスト福音教会 ／ 亀岡ベタニヤ教会 ／ 京都キリスト福音教会
山科キリスト福音教会 ／ 深草キリスト福音教会 ／ 宇治キリストペンテコステ教会 ／ 木幡キリスト福音教会 ／ 大阪キリスト福音教会
須磨自由キリスト教会 ／ 神戸フィラデルフィヤ教会 ／ 南さつまキリスト福音教会
　以上の教会に1部以上を送っています。私たちの願いはすべてのＴＰＫＦの信徒が一部ずつ持つことです。

　ご意見、ご感想は次のメールアドレスにお願いします。tpkf.pentecost@gmail.com� ＴＰＫＦの公式ホームページ　http://www.tpkf.org/
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発行人：中見 透　 編集人：札場義宣  西川牧雄 小川祐司　発行所：御殿場純福音キリスト教会 〒412 - 0024 御殿場市東山711-24 TEL.0550-82-2872

■ Zoomによるオンライン会議 〈FCMF〉

　ＦＣＭＦでは春と秋に教師会、9月に総会を毎年もってき

ました。今回、新型コロナ感染症対策も鑑みて、教師会と総

会を、Web 会議ツール「Zoom」を使って初めてオンライン

で持ちました。春の教師会や色々な集まりが中止となってい

たため、久しぶりにお顔を拝見する方々も多く、皆さん、笑

顔でアクセスしてくださいました。

　ＦＣＭＦの教会は北海道から兵庫県（神戸）まで長距離に

わたって存在しているため、元々、集まるにも時間と費用が

かかっていました。今回は移動時間も費用もかからず、会議

時間も従来より大幅に短く設定されていたため、様々なメリ

ットがありました。

　今後もオンラインでの会議が続く予定ですが、直接顔を合

わせられないから集まらない、のではなく、オンラインであ

っても集まる、ということが今、求められているのだと感じ

ました。� （札場義宣）

■ 新型コロナウイルス感染予防対策 〈キリスト福音〉

　京都キリスト福音教会
　今年３月に京都市北部にある大学でクラスターが発生し、

ウイルス感染の危険が近づいていることを実感しました。そ

こで礼拝参加者の手の消毒、マスク着用、座席の間隔をあけ

ること、また換気の徹底などを、教会のメンバーに周知しま

した。日本全国に緊急事態宣言が出された時は、４月から６

月まで会堂での礼拝と平日の集会を取り止めました。同時に、

家庭礼拝のためにメッセージ動画の配信を始めました。幸い

７月から会堂での礼拝を再開することができました。しかし、

メッセージ動画の配信は続けています。「教会に来てくれな

い家族が見てくれる」と、うれしい声が届いています。

� （置田信也）
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　平川キリスト福音教会　所在地：青森県平川市本町村元 8-11

　2014 年 4 月 22 日、教会開拓のために青森県平川市（人口 3万人）に来ました。
同年 9月 7日には礼拝を始めましたが、現在、礼拝を共に捧げる人たちが与えられ
ています。平日は英会話教室を通して 55人の生徒とご家族とのつながりが与えられ
ています。各クラスでは 40 ～ 50 分間のレッスン後に 10 分間の聖書の学びをして
います。これ以外に、ゴスペル教室、コンサート、ＢＢＱやクリスマス会など、様々
なイベントを通して福音の種まきがされています。Thank�you�Jesus!　�（中西ペニー）

グローリーチャーチ敦賀自由キリスト教会　　　　　　
　所在地：福井県敦賀市中央町 1丁目 1-38　

　1963 年、ノルウェーのテグナンダー宣教師夫妻に敦賀への重荷が与えられ伝道
が開始されました。2年後、主イエス様の導きにより札場斉、栄子夫妻が就任され、
1966 年に教会が献堂されました。「わたしはこの岩の上にわたしの教会を建てます。
ハデスの門もそれには打ち勝てません。マタイ 16章 18 節」今年、主の豊かな恵み
のうちに創立 55周年を迎え、主がおいでになるまで更なる救霊のために用いて頂き
たいと祈り願っています。� （札場みどり）

　「憎しみを越えて」
　　　宣教師ディシェイザー
　　　平和の使者になった真珠湾報復の爆撃手

　本書には、ジェイコブ・ディシェイザーさんの生涯が綴られている。

ディシェイザーさんは、真珠湾報復の際に米軍兵士として B25 戦闘機

を操縦し、名古屋周辺を爆撃した。ところが、機体の故障によって日本

軍の占領地に不時着し、捕虜となって拷問を受ける。獄中で看守から数

冊の本が与えられ、その内の一冊が聖書であった。聖書を読む中で、罪

が示され、信仰告白、献身へと導かれた。終戦後、宣教師として来日し、

約 30年間日本人の救いのために働いた。� （西川牧雄）
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山科キリスト福音教会
レフトサーリ歌恋さんの洗礼式

　ＫＢＩ（関西聖書学院）のためにお祈りと支え、そして学生を送ってくださりありがとうございます。

9月 1日よりコロナウイルス感染予防対策をさらに徹底しながら 2学期がスタートしました。9月第 2

週はさっそく 1週間のカイロス宣教コースがあり、その次の週はアンテオケ宣教セミナー、そして 2日

間のイラン宣教Ｂ師の特別講義と、宣教づくしのプログラムで後期に入っていきます。大宣教命令で命令

されているから宣教するのではなく、神様の最初からの計画に私たちが喜びをもって参与していく、その

ような宣教理解に学生達は変えられつつあると思います。「恵みはひとえに始められた栄光であり、栄光

はひとえに完成された恵みである。ジョナサン・エドワーズ」と、あるデボーションの本にありましたが、

この神の栄光をしっかりと目指すＫＢＩであるようにと願っています。� （関西聖書学院　髙橋めぐみ）

■ＫＢＩ

■大阪キリスト福音教会名古屋伝道所
　11 月 1日　今田雄司副牧師任命

■大阪キリスト福音教会
　11 月 1日　今泉美恵子副牧師任命

◉ペンテコステ誌編集委員
　芳三容子先生に替わり、小川祐司先生が新たに

編集委員に加わりました。

■�新型コロナウイルスからの癒し 〈イースト〉

　栄シャローム福音教会の主任牧師、小山英児先生が主のみわざによって新型コロナ

ウィルスから完全に癒されました。ハレルヤ！　以下、小山先生からのコメントです。

　「新型コロナウィルスに感染し、7月 17 日より入院をしていました。はじめは中

等症病院に搬送されましたが翌日状態が悪化して、重症の病院に緊急搬送され ICU�

に入りました。人工呼吸器と体外式模型人工肺が用意されましたが、皆様の祈りに支

えられて使わずに済みました。その後、病状が改善し、隔離病棟で 2週間過ごし、2

度の検査で陰性となり、退院できました。自分の努力ではどうすることもできない状

況の中で皆様のお祈りに支えられました。感謝いたします。」

（小川祐司）
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